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　平成３０年を迎え、早、２月の厳寒の時季となりました。本年最初のニュースの発行となります。昨年は、突然の衆議院解散による政界の再編成、米国大統領の来日、スポーツ界では、女子プロゴルファー宮里藍の引退、大相撲では、横綱日馬富士の引退等があり、再編の年であったような気がします。また、今年は、冬期オリンピック・パラリンピックが2月9日から開催され、スポーツ界で新たなヒーローの誕生が期待されます。

埼玉支部も、今年は、支部長等役員の改選が行われ、新たな体制がスタートし、益々の埼玉支部の発展が期待されます。これから、寒さも続くことが予想されています。インフルエンザ等が流行っていますので、皆様方もご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。
　　　　　　　

（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■研修グループだより
平成29年12月7日（木）浦和コミュニティセンターにて第113回研修会が開催されました。

（１）斉藤忠雄会員は、「建設業の統括管理と事業者責任・建設業労働災害防止規程・割れ
窓理論と街の安全安心について」と題して、豊富な実務経験に基づき統括管理をわかり
易く解説していただきました。また、建災防会員が遵守すべき規程の紹介及び「割れ窓
理論」とその実践による街の安全・安心活動について紹介されました。
（２）労働衛生保護具の第一人者の田中茂先生を講師にお招きして、「経皮吸収曝露防護の
ための化学防護手袋について学ぶ」をテーマに保護具の適正な選択、使用上の留意点に
ついて最新の情報を踏まえて講義していただきました。経皮吸収曝露を防ぐには、使用
する化学物質に対する耐劣化性、耐透過性を持つ素材の化学防護手袋の選定が重要で、
さらに適正な使用方法、交換時期を守って実施できるよう教育の重要性を指摘されまし
た。耐透過性データの入手方法等をご教授いただき、大変参考になりました。
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（研修グループ長　中澤富夫）
■事務局だより

（１）平成29年11月17日（金）～18日（土）富山県南砺市の片山安心コンサルタント合同会
社教習所に於いて「平成29年度第2回　農業機械作業安全研修会」が開催され、埼玉支部
からは4名が参加しました。本研修会では、農林水産省生産局技術普及課　生産資材対策室　安全指導班担当　細田誠也課長補佐からの農林水産省の「農業安全対策について」の講和がありました。片山安全コンサルタントからはトラクター、コンバイン等代表的な農作業機械についての安全対策について説明が有り、その後、実機を用いて構造や使用方法の説明と実際に実機の操作体験を学びました。
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1日目の研修会終了後、懇親会があり活気のある有意義な研修会でした。
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（２）平成29年度第2回臨時理事会が12月9日（土）に開催されました。

　　　①報告事項

　　　　・企画グループより、「労働安全・衛生コンサルタン活用の手引き」の見直しについてのアンケートについて説明
　　　　・研修会グループより、12月7日開催の第113回研修会は19名参加
　　　　・業務グループより、相談件数は20件（12月9日現在）、受動喫煙防止対策説明会（11月13日）開催　54名参加、荷役災害安全衛生教育講習会（11月6日）開催　43名参加
　　　　・総務グループより
会員の入会・退会報告

　　　　　　　　入会：高橋誠一郎氏（安全　土木）
　　　　　　事業部会の入会・退会報告
　　　　　　　　入会：阿部和治（保健衛生）

　　　　・広報グループより、SSHCONニュース60号　11月発行
　　　　・会計グループより、プリンター　再リース契約（1年間）　

②審議事項

　　　　・選挙管理委員会委員長梅村氏より支部長選挙について説明　　　　　

　　　　・来年度安全衛生大会
　　　　　　　来年度の全国産業安全衛生大会は、横浜市で10月17日～19日開催予定

　　　　　　　埼玉産業安全衛生大会　平成30年11月7日（水）埼玉会館ホール

　　　　・本年度の埼玉産業安全衛生大会出席者
　　　　　　　昨年：22名、本年：17名

　　　　・第19期（平成30年度～31年度）理事候補者の推薦について

　　　　　　　千葉支部長からの連絡を待つ

　　　　・支部長役員選挙について

　　　　・支部設置規程の改正について

　　　　・H23改正埼玉支部事業部会規程（H23.6.23）について

　　　　・農業安全アドバイザーの営業活動に関して　　　　

　　　　　　　支部として営業活動する（埼玉県農林関係部署などへの訪問）　　　　

　　　　　

　　次回理事会の予定
　　　　   平成30年2月17日（土）14:00～（予定）
　　　　   
　（６）埼玉労働局等の通達（周知要請等）

　　　　文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。　　
■最近の報道より
・11月21日　笹子崩落書類送検へ　讀賣新聞
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山梨県の中央道・笹子トンネルで2012年12月、天井板が崩落して車3台が下敷きになり、9人が死亡した事故で、山梨県警は、トンネルを管理していた中日本高速道路会社と子会社の「中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京」の当時役員4人と、現場の保守点検の責任者数人を、業務上過失致死傷の疑いで月内にも甲府地検に書類送検する方針を固めた。国土交通省の調査検討委員会は、天井板を吊り下げるアンカーボルトの施工不良などが落下の原因だったと結論付けた。県警は、アンカーボルトを事故前に詳細に点検していれば天井板の崩落を防ぐことができたのに詳細な点検を行わなかったと判断した。
・11月22日　着ぐるみ女性労災認定　　讀賣新聞

東京ディズニーランドで着ぐるみをキテパレードに出演していた契約社員の20歳代の女性が腕に痛みが生じるなどの症状を発症したのは業務によるものだとして、今年8月に船橋労働基準監督署が労災を認定していたことが分かった。オリエンタル広報部によると、女性は2年ほど前から、重さ１０㌔程度の着ぐるみを着て１日２回程度、パレードやショーに出演。今年１月、女性から腕に痛みがでる胸郭出口症候群との診断を受けたとの申告があった。船橋労基署は、労災の詳しい内容は公表しないとしている。同社の広報部は「業務に起因する労災が認定されたことを真摯に受け止めている。安全対策に万全を期していく」と話している。
・12月27日　野村不動産 残業代未払い　讀賣新聞
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東京労働局は26日、実労働時間ではなく一定時間を働いたとみなす「裁量労働制」を社員に不当に適用し、残業代を支払っていなかったとして、不動産大手「野村不動産」の本社や関西支社など5事業所に対し、労働基準法違反で各労働基準監督署が是正勧告したと発表した。勧告を踏まえて、野村不動産は来年3月末で同制度の廃止を決めたほか、未払いの残業代について過去2年間に遡った試算をすでに終えており、金額を労働基準監督署に示したうえで、順次支給する。

裁量労働制にＮＨＫにも指導

　ＮＨＫは26日、記者職を対象に4月から導入した「専門業務型裁量労働制」について、渋谷労働基準監督署から「労働時間が適切な水準になるよう制度内容を見直してほしい」との指導を受けたことを明らかにした。
・1月31日　タンク破裂　書類送検　讀賣新聞

本庄市の化学メーカー「ＤＯＷＡハイテック」の工場で2016年1月、金属製タンクが破裂し、派遣社員の男性2人が死亡した事故で、県警は30日、同社社員3人を業務上過失致死傷容疑でさいたま地検に書類送検した。県警の調べに対し、3人はいずれも容疑を認めている。発表では、3人は16年1月3日未明、タンク内に付着した銀の洗浄の際に通常より高濃度の硝酸を使い、窒素酸化物を大量に発生させてタンクを破裂させ、窒素酸化物を浴び[image: image13.jpg]JNXNER AIEHR
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た上里町の派遣社員2人を死亡させた疑い。熊谷労働基準監督署も30日、作業規程を守らせていなかったなどとして、同社と担当課長を労働安全衛生法疑いでさいたま地検に書類送検した。
次号は来年4月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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